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《
間
中
学
校
の
卒
業
生
母
翻
人
》

3
月
比
日
は
中
学
校
の
卒
業
式
で
し
た
。

一
中
は
揃
名
、
南
中
か
ら
は
町
名
が
巣
立
ち

ま
し
た
。
(
巣
立
っ
た
と
い
っ
て
も
、
一
部

の
就
職
者
を
除
い
て
は
義
務
教
脊
と
い
う
ベ

ビ
!
サ
ー
ク
ル
か
ら
山
山
た
経
度
で
す
が
。
)

日
歳
は
多
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
今

ま
で
よ
り
何
倍
も
の
つ
ら
さ
苦
し
き
を
味
わ

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
心
配
無
用
、
そ
れ

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
楽
し
き
も
返
っ
て
く
る
は

ず
で
す
か
ら
。

南
中
の
卒
業
式
。
「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
唱
う

女
子
生
徒
は
、
ハ
ン
カ
チ
を
自
に
当
て
て
い

ま
し
た
。
男
子
生
徒
の
目
も
う
る
み
、
こ
ら

え
る
様
子
が
あ
り
あ
り
。
恩
師
や
友
人
と
の

別
れ
、

3
年
間
の
思
い
出
、
そ
し
て
明
日
は

入
試
の
発
表
。
様
々
な
思
い
が
交
錯
し
て
の

涙
で
し
ょ
、
70

小
祝
校
長
は
、
式
辞
で
「
運
動
会
は
学
校

全
体
が
燃
え
た
。
こ
の
取
組
み
に
見
せ
た
三

年
生
諸
君
の
熱
意
に
、
私
は
感
動
を
覚
え
た

0

・
夜
校
生
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。
感
謝
し

た
い

J
と
述
べ
、
さ
ら
に
福
沢
諭
士
口
の
人
生

訓
を
鶏
る
一
言
葉
と
し
ま
し
た
。

①
楽
し
い
こ
と
は
生
涯
を
通
じ
た
仕
事
を
持

つ
こ
と
。

②
尊
い
こ
と
は
人
に
患
を
着
せ
な
い
こ
と
。

③
美
し
い
こ
と
は
人
を
愛
し
、
全
て
の
も
の

に
愛
情
を
注
ぐ
こ
と
。

④
悲
し
い
こ
と
は
嘘
を
つ
く
こ
と
。

⑤
み
に
く
い
こ
と
は
他
人
の
生
活
を
う
ら
や

む
こ
と
。

《
卒
業
文
集
》

か
グ
ラ
デ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン
。
(
卒
業
)
と
題

す
る
、
卒
業
文
集
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

生
徒
だ
け
で
編
集
し
た
と
い
う
文
集
は
、
人

気
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。
オ
イ

オ
イ
著
作
権
は
大
丈
夫
?
と
い
う
感
じ
で
す
。

大
部
分
の
生
徒
は
3
年
間
と
い
う
よ
り
、

三
年
生
の
(
行
事
の
)
思
い
出
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
部
活
動
・
校
内
音
楽
会
・
宿
泊
学

期
間
・
修
学
旅
行
・
立
志
式
・
運
動
会
の
応
援

合
戦
練
留
な
ど
。

そ
れ
だ
け
3
年
間
は
矩
く
、
逆
に
三
年
生

の
生
活
は
濃
密
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

中
で
、
曾
根
緊
樹
・
福
田
貴
久
両
君
の
も
の

が
出
色
で
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

日
目
間
山
明
白

〔
総
食
の
お
ば
さ
ん
へ
〕

3
年
間
、
僕
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
作

っ
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

(
藤
沼
(
用
務
員
)
さ
ん
へ
〕

い
つ
も
、
学
校
の
こ
わ
れ
た
物
な
ど
を
修

理
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
僕
た
ち
は
劫
か
り
ま

し
た
。

3
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
先
生
が
た
へ
〕

3
年
間
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
に
行
っ
て
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

多
く
の
生
徒
が
、
い
わ
ば
金
太
郎
ア
メ
的

に
、
思
い
出
に
終
始
し
た
中
で
、
お
世
話
に

な
っ
た
人
へ
の
感
謝
を
記
す
こ
と
は
、
こ
の

年
齢
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

家
庭
で
の
艇
の
良
き
が
感
じ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
こ
の
他
人
へ
の
い
た
わ
り
の
心
を
、
い

つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
う

も
の
で
す
。

誰
も
議
聞
か
な
か
っ
た
事
が
、
一
つ
だ
け
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
。
車
内
性
に
対

す
る
感
情
。
。
き
っ
と
抱
い
た
で
あ
ろ
う
淡

い
恋
心
。
卒
業
生
は
思
い
出
を
腕
に
、
証
書

と
花
束
を
手
に
、
在
校
生
が
作
る
花
道
を
通

っ
て
、
校
門
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
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大
洗

地
方
自
治
法
第
別
条
第
2
項
に
よ
り
平
成
2
年
度
一
般
@

特
別
会
計
の
予
算
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
2
年

3
月
日
日

大
洗
町
長

tt 
内

宏

平
成
二
年
第
4
1
翻
大
洗
町
議
会
定
開
会
、
か
、

3
月
9
白
か
ら

旬
日
の
竹
田
間
開
鑑
さ
れ
、
一
鍛
会
計
出
嶺
ペ
1

干
9
0
0万
円
、

特
期
金
一
首
脳
犠

5
子
9
4
5万
Aege--

千
丹
の
、
平
成

2
年
産
歳
入

歳
出
予
算
案
、
ガ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。

竹
内
町
長
は
、
鹿
政
方
針
説
明
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
海
洋

性
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
ま
ち
、
つ
く
り
を
、
今
後
と
も
強
力

C

推
進
す
る
こ
と
を
、
改
め
て
表
明
し
ま
し
定
。

『
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
は
、
当
聞
を
盟
轄
性
に
富
ん
ぜ

リ
ゾ
ー
ト
地
に
仕
立
て
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
単
に
溜

浜
部
の
拠
点
開
発
に
止
ま
ら
ず
、
生
活
・
産
業
飽
、
多
面
的
な

活
性
化
を
追
求
し
、
「
住
ん
で
畏
く
、
訪
ね
て
畏
い
ま
ち
L

を
造

る
こ
と
が
自
由
で
あ
る
。

主
な
麗
策
は
、
学
校
施
設
や
教
育
機
材
の
充
実
に
努
め
、
ス

ポ
ー
ツ
援
興
の
定
め
、
総
合
運
動
公
覇
に
約

4
億
円
を
投
じ
野

涼
場
を
建
設
す
る
。
都
信
計
画
道
路
・
大
洗
潜
f
J
杉
ノ
下
線
や
、

公
共
下
水
道
事
業
も
推
進
し
、
桜
道
土
地
区
画
整
理
も
、
年
度

中
に
完
成
し
だ
い
。

懸
案
の
ゴ
ミ
焼
却
炉
・
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
着
工
さ
れ
、

現
在
施
設
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、
斎
場
も
舎
め
て
計
画
を
立
案

し
だ
い
。

覆
祉
面
で
は
、
成
人
病
対
策
や
母
子
保
健
事
業
の
一
震
と
し

て
「
健
康
ま
つ
り
L

を
開
龍
す
る
。
高
齢
者
・
身
揮
者
対
策
む

も
多
く
の
事
業
予
算
を
副
首
上
し
疋
。
ふ
る
さ
と
創
生
?
憶
丹

に
つ
い
て
は
、
運
題
相
患
で
人
づ
く
り
事
業
を
行
い
た
い
。
コ

ー
ス
タ
ん
リ
ゾ
ー
ト
計
画
の
核
と
な
る
マ
リ
!
ナ
も
着
工
し
、

3
年
震
供
用
開
始
を
目
指
す
。

営
農
薬
盤
整
備
や
漁
業
譲
興
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
観
光
簡

で
は
平
太
部
浜
整
備
や

P
-
只
対
策
と
し
て
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
に

リ
モ
コ
ン

γ
V力
メ
ラ
を
設
聾
す
る
。
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
磐
め
、
電
算
機
の
導
入
で
省
力
化

を
関
り
だ
い
。
』

〔去最

農林水産業費

292，407千円

青教

消防費

210，471千円

費債公

労働費

災害復旧襲

諸支出金

予 備 費
費

586，007千円

生民
9ZY~ 総1，267，078千円

費務

地方議与税，ゴルフ場料
用 税交 付金 ，自 動車 数得
税交付金，交通安全対策
特別交付金，財産収入，
寄 F付金，利子苦手j交付金，
特 別地方 消費 税交 付 金

452，538千円

5，針9，000千開
入〕〔歳
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24，174千円

364，065千円

16，073千円

500千円

380.638千円

88，060干円

66，776千円

225，800千円

2千円

的
出

金

債

抱

〈歳出〉公共下水道事業費

o公共下水道事業

(歳入〉罷庫吏出金

繰

の

入

の

司

そ

そ

1.443.362千円

699.096手円

536.440干円

207，826千円

1，029，472千円

51，621千円

338，372子円

23，8臼7千円

0富民健康保険事業

(歳入〉国民健康保険税

器康吏出金

{也

(歳出〉保険給仕費

務費

老人保健拠出金

他

の

の

総

そ

そ

公共下水道は、引き続き 3t意8千万円を投入して推進される
費

他

債公

町
協
組
組
⑫
冨
窃
⑫
槌

。
教
曹
の
充
実
と
文
化
@

ー
ツ
の
振
興

。
住
み
よ
い

ス
ポ

活
環
壊
の
整
備

。
間
関
一
福
祉
の
充
襲

。
経
済
基
盤
の
整
備
と
産
業
の

諜
興

。
行
期
政
の
健
全
化

17.204千円

14，084千円

3，010千円

110千円

14.710千円

2，294千円

200千円

oサイクリングターミナル事業

(歳入〉事業収入

使用料及び手数料

他

費

費

のそ918.121千円

642，455千円

182，822千円

92，844千円

917，615千円

506千円

o老人保健事業

(歳入〕吏払募金受付金

国庫支出金

他

費

他
諸

のそ

(歳出〉医

地

の

器

業

の

そ

(歳出〉総

そ

9.977千円

9，227千円

700千円

o公平委員会

(歳入〉分担金及び負担金

繰越 金

65.987不円

日，432千円

12，555干円

45，062干円

1，814干丹

3，691千円

15，420千円

の

業事臨
時蔵冷

酷

益

田

線

収

服

費

動

業

葉

市

営

営

売

〉

卸

入
万

歳

地

〔。

そ

(歳出〉営

営業外費用

企業債償還金

他 50千円也のそのそ

9，927千円

50子円

費

也

務

の

(歳出〉総

そ494.692千円

379，311千円

129.470千円

31，520千円

97，948千円

2千円

39，733千円

89，737千円

o桜道土鳩区画整理事業

〔歳入〉財産収入

金

他

費

費

入

の

務〔歳出〉事

繰

そ

工

9，815千円

14，760千円

8，539千円

308，590千円

57，614千円

66，255千円

38.059千円

o水道事業

(歳入〉営業収益

営業外収益

金負

JJD 

(歳出〉営業費問

営業外費用

建設改良費

企業債償還金

〆〆¥、

話工

担

入

7事
本年度着工されるマリーナ予定地。平成 3年度260隻介を供用開始ずる

20，897干円o水由農業確立対策事業20，000千円o都市下水路整備事業4，736千円o語学指導外国青年招致事業

25，752千円0農業基盤整備事業380，638子円o公共下水道事業10，825千円O/J¥・中学技諸施設整備

132，522千円0漁業経営安定対策事業41，730干円o上水道整備事業4，048千円ヲ町民会館自主文化事業

8，994千円o水産加工業の振興50，328千舟o由民健康保険事業繰出会307.016千円l総合運動公園建設事業
(うち野球場建設 274，400千円〉

地区集会施設の建設 94，583二子円oマリンタワ事業46，204千円0老人保健事業繰出金30，000干円

15，590千円。マリンタワー陪リモコンカメラ・ビデオ設置11，089千円o家庭奉仕員派遣事業135.643千円

業事

備

理

整

整

業

設

閏

掌

施

区

備

全

地

整

安

土

道

連

道

司

資

制

限
側
粉

61 ，410干円0観光の里づくり整備工事22，610千円0老人福祉事業6，415千円

224，899干円0ごみ焼却場建設事業負担金29，430千円

惨
西
防
砂
壌
の
「
魚
釣
り
施
設
」

ラ
イ
ト
も
付
い
て
好
釣
場
に
。

0大洗港建設事業負担金

h
F
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
。

ゐ

ι巻
i
杉
ノ
下
線
が
伸
び
る

h
F
U
親
水
性
護
岸
。
へ
の
改
良
工
事

(
大
洗
海
浜
公
園
第
!
突
堤
)

129，470千円

hv
硲
工
会
館
と
附
篇
庁
舎
は

5
月

に
完
成
の
予
定
。

hv 

h
F
保
健
衛
生
事
業
も
重
要
。

「
健
康
が
一
番
ね
/
」

!
3歳
児
検
診

i

hv
い
よ
い
よ
野
球
場
が
建
設
開
始

(
総
合
運
動
公
園
)
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「
7
7
供
疋
ち
に
き
れ
い
な
も
っ
て
終
ら
せ
て
い
だ
定
き

海
や
川
を
残
す
だ
め
に
」
と
ま
す
。

い
う
こ
と
で
、
下
水
道
巴
つ
下
水
道
の
整
備
に
あ
疋
り
、

い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
今
後
住
民
の
皆
さ
ん
に
多
大
一

し
て
き
ま
し
だ
ガ
、
ご
理
解
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

い
定
だ
け
だ
で
し
ょ
う
か
。
患
い
ま
す
ガ
、
快
適
な
生
活

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
月
号
環
境
を
築
い
て
い
く
だ
め
C
、

の
シ
リ
ー
ズ
5
「
下
水
道
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
一

摩
史
と
普
及
務
」
の
掲
載
を
を
お
願
い
し
ま
す
。

盤
界
的
下
水
盤
的
骨
錦
織
み

でし路によらー建 及下う況はる 水マ古地い水ていこン ら
コたゃなつ で 九 設 近 し 水 に 料 、 と と 遂 に 代 中 ま を で こドお世

。庭 るです世が代ま道なとし、こが次エ海し集きででよ界
ラ こ に と 人。紀子ム的せはりし尿ヨろ、止々ジ沿ためて造栄そで
やの投、々産にまなん、、てを lが を7にプ岸。ていらえ 囲最
べ た げ し が業なつ下であそ用農ロ中れ立トのそ、てれた千も
スめ捨尿都 革 っ た 水 し ま の い 作 ッ 世 ま 派 ・ 都 の 川 、 た都年古
ト 、 て の 市命ての道たりたる物パ FLな口市後に家下市ほい
な町る処ににか問の。普めよので~ t::"下 lや、流産水で、ど下
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流
行
し
て
多
く
の
人
が
死
に
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
下
水
道
の
必
要

性
に
気
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン

で
、
一
八
五
五
年
か
ら
下
水
道
工
事
が

始
ま
っ
た
の
を
契
機
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
や
ア
メ
リ
カ
で
も
下
水
道
が
獲
備

&古代ローマ時代のボンベイの下水道(紀元 i世紀)

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
国
々
は
、
今
日
で
は
、
下
水
道
の
普

及
率
も
高
く
、
衛
生
的
な
国
に
な
っ
て

い
ま
す
。

間
本
の
下
水
遊
館
物
館
ゆ
み

日
本
で
は
、
品
目
か
ら
、
し
尿
を
農
作

物
の
肥
料
と
し
て
用
い
て
き
た
た
め
、

ト
イ
レ
は
く
み
取
式
で
、
下
水
道
は
主

に
、
雨
水
な
ど
を
流
す
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
た
め
あ
ま
り
造
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。し

か
し
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
人

々
が
東
京
な
ど
の
都
市
に
集
ま
る
よ
う

に
な
る
と
、
大
雨
に
よ
っ
て
家
が
水
に

つ
か
っ
た
り
、
流
れ
な
い
で
た
ま
っ
た

ま
ま
の
汚
水
が
原
因
と
な
っ
て
、
伝
染

病
が
流
行
し
た
り
す
る
よ
、
つ
に
な
り
ま

し
た
。そ

こ
で
、
近
代
的
な
下
水
処
理
が
必
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要
と
な
り
、
明
治
十
六
年
に
東
京
の
神

田
に
、
日
本
で
初
め
て
下
水
道
が
造
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
都
市
で
下
水

道
が
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
間
的
に
は

あ
ま
り
普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

積
極
的
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

以
後
の
、
産
業
が
発
達
し
て
人
々
が
い

っ
そ
う
都
市
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
下
水
道
は
歴

史
が
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
普
及
が
遅
れ
て

い
ま
す
。

50 
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日

本

ブ
一
フ
ン

ス

ア

メ

リ

カ

ス

イ

ス

ス
ウ
ェ

i
デ
ン

西

ド

イ

ツ

イ

キ

リ

ス

デ
ン
マ
ー
ク

。
普
及
率
か
低
い
下
水
道
・
.. 

表
域
票
時
約
針
路

下
水
道
の
普
及
状
況
を
示
す
た
め
に
、

「
下
水
道
普
及
率
」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
人
口

に
対
す
る
下
水
処
理
人
口
の
割
合
を
表

し
た
も
の
で
す
。
日
本
の
下
水
道
普
及

率
は
、
昭
和
田
年
度
末
で
的
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
数
値
を
先
進
諸
国
に
比
較
す
る

と
著
し
く
低
く
、

G
N
P
世
界
第
二
位

の
経
済
大
国
で
あ
り
な
が
ら
、
下
水
道

整
備
に
つ
い
て
は
後
進
国
と
言
わ
ざ
る

を
得
一
ま
せ
ん
。

き
て
、
茨
城
県
の
下
水
道
普
及
率
は
、

全
国
平
均
的
%
に
対
し
、
川
町
%
と
立
ち

後
れ
て
お
り
、
生
活
基
繋
施
設
と
し
て

の
下
水
道
の
早
期
整
備
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

お
お

ら

後
藤
亀
泉
選

つ
じ
つ
ま

辻
棲
の
合
は
ぬ
話
や
春
阻
爆

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
春
、
炉
嬉
に
対
座
し
て
お
喋

り
を
臨
附
い
て
い
た
の
だ
が
、
話
の
あ

と
先
が
喰
い
違
っ
て
き
て
ど
う
に
も

納
得
が
ゆ
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
矩

鑓
の
熱
過
ぎ
る
せ
い
で
も
あ
る
ま
い

が
。
「
そ
れ
と
な
く
話
は
づ
し
て
泰
矩

鑓
立
子
」
と
言
、
っ
場
面
も
あ
り
そ

、
7
だ。

ざ
勺
と
う

雑
踏
の
真
つ
唯
中
の
櫛
の
芽

来

光

台

大

川

た

か

〔
評
〕
一
読
「
銀
座
の
榔
」
を
思
い

出
す
。
東
京
の
銀
座
と
は
限
ら
な
い
。

ど
こ
の
衝
に
で
も
あ
る
銀
践
の
柳
1

行
き
交
う
人
々
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か

竣
っ
ぽ
い
街
空
だ
が
、
も
う
新
芽
が

榔
の
糸
枝
に
点
々
と
繰
を
並
べ
て
い

る。
て

ん

こ

く

さ

え

か

え

纂
刻
の
石
の
手
触
り
冴
返
る

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
字
を
彫
り
込
も
う
と
し
て
取

り
上
げ
た
石
の
、
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
手

ざ
わ
り
に
、
今
一
史
な
が
ら
今
朝
の
冷

込
み
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
寒

暖
を
繰
返
し
な
が
ら
、
春
は
確
か
な

も
の
に
な
っ
て
行
く
の
で
は
あ
ろ
う

カ穴
を
出
し
繍
甥
光
り
て
棄
に
消
ゆ

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
一
冬
を
地
中
で
過
ご
し
た
轍

賜
が
、
春
暖
に
誘
わ
れ
て
地
表
に
姿

を
見
せ
始
め
た
。
い
ま
革
か
げ
に
キ

ラ
リ
と
光
が
走
っ
た
の
も
、
穴
を
出

て
き
た
ば
か
り
の
断
腸
に
相
違
な
い
。

新
聞
を
離
し
て
梅
を
克
ま
せ
ん
か

磯

浜

浅

見

道

子

俳
句
は
元
来
、
原
則
則
的
に
文

言乎

語
体
で
叙
べ
る
も
の
で
あ
る
。
非
常

に
稀
な
例
外
と
し
て
こ
の
様
な
匂
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
勾
意
は
一
読
明

瞭
。
景
と
情
が
巧
み
に
織
り
込
ま
れ

て
い
る
。
例
外
の
例
句
と
し
て
採
り

上
げ
た
。

荒き一 広
東こ と 先
嵐ち雨 に
にの活

明期た 名古明け
神つ新草寺神し
町海町の町一
猫芽枝
のの梅

小胸岸青小ニ
松白和さ松月
崎し EBか崎
藤 和な美
音子代

磯
節
の
一
と
節
唄
ひ
野
を
焼
け
る

髭

釜

稲

凶

富

穂

も
て
な
す
に
水
戸
梅
林
奇
以
っ
て
せ
ん

明
神
町
自
回
一
一
部

紅
梅
に
残
れ
る
月
や
水
戸
の
空

角

一

前

原

青

嵐

車工長
σ〉
士宮

σ〉

磯紋
浜や

薮
椿

飛
沼

晃
江

長
雨
の
よ
り
て
種
を
蒔
く
用
意

明

神

町

田

中

勝

校

紅
梅
の
下
を
く
ぐ
り
て
ゆ
く
湯
宿

永

町

石

塚

芳

夫

図
書
麓
の
畳
一
一
日
架
明
る
し
ゃ
日
脚
伸
ぶ

永

町

桜

井

政

吉

春
一
番
大
樹
の
梢
吹
き
鳴
ら
し

祝

町

今

川

E主

里
の
梅
三
介
の
香
り
漂
へ
り

祝

町

今

川

う

め

首
ま
げ
て
笑
む
道
祖
神
犬
ふ
ぐ
り

大

賞

白

山

佳

男

構
香
り
そ
め
て
明
る
き
待
合
所

東

光

台

泉

き

ょ

木
の
蔭
が
あ
り
て
嬉
し
き
雪
の
道

磯

浜

田

州

崎

友

子
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蝿鞠

織鞠理智

く

「
環
境
保
護
」
の
た
め
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
ハ
ー
ド
ル
は
、
下
水
道

事
業
と
、
ゴ
ミ
の
適
正
処
理
で
し
ょ
う
。

生
活
の
カ
ス

1
ゴ
ミ
は
年
々
増
加
し
、

そ
の
種
類
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

逆
に
現
在
の
焼
却
炉
は
老
朽
化
し
、
-

目
白
・

7
ト
ン
出
る
ゴ
ミ
(
臼
年
度
・
収

集
持
込
の
可
燃
性
ゴ
ミ
)
の
う
ち
、
焼

却
で
き
た
の
は
加
ト
ン
。
あ
と
は
、
埋

立
て
処
分
を
し
て
き
だ
の
が
笑
情
で
す
。

そ
し
て
埋
立
地
も
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
か
ら
、
新
ら
し
い
ゴ
ミ
処

理
場
の
建
設
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
、
大
洗
・
旭
・
常
液

環
境
衛
生
組
合
に
よ
る
建
設
計
画
が
ま

と
ま
り
、

3
月

u
aに
起
工
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

事fお

駅
開

3
月
日
日
に
行
わ
れ
た
議
会
全
員
協

議
会
の
席
上
、
成
困
地
一
滋
や
旭
村
に
か

け
て
の
地
域
を
、
ゴ
ル
フ
場
や
住
宅
開

発
、
レ
イ
ク
サ
イ
ド
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
総
会
開
発
し
よ
う
と
い
う
「
大
洗
鹿

島
線
槌
沼
駅
周
辺
地
区
開
発
事
業
」
に

つ
い
て
、
事
業
者
の
(
株
)
コ
ス
モ
ヒ
ル

(5)第220号

大洗麓島銭溜沼駅周辺地区閲藷務提計磁

刷
聞
か
ら
、
現
在
ま
で
の
事
業
進
行
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
に
あ
た
っ
た
、
向
野
常
務
取
締

役
に
よ
る
と
、
現
在
計
画
区
域
の
用
地

質
収
を
進
め
て
お
り
、
土
地
所
有
者
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、

4
月
ま
で
の
契

約
(
予
定
)
は
、
荷
積
で
訂
・
2
パ
ー
セ
ン

ト
、
所
有
者
数
で
は
、
す
で
に
お
・
7

パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

コ
ス
モ
ヒ
ル
側
と
し
て
は
、
こ
の
開

発
事
業
に
与
え
ら
れ
た
県
の
承
認
が
、

来
年
5
月
で
期
間
切
れ
と
な
る
た
め
、

事
務
手
続
き
な
ど
の
関
係
上
、
今
年
9

月
ま
で
に
は
土
地
所
有
者
全
員
の
理
解

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
後
の
正
念

場
を
迎
え
て
い
る
、
と
い
う
状
況
の
よ

う
で
す
。
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
町
議

会
の
最
終
日
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
和
回
議
長
は
、
「
町
の
均
衡
あ
る

発
展
の
た
め
に
、
本
事
業
の
役
割
は
大

き
い
。
議
会
と
し
て
も
、
今
回
の
説
明

起
工
式
は
建
設
地
の
、
し
尿
処
理
場

隣
地
で
行
な
わ
れ
、
総
合
長
で
あ
る
竹

内
町
長
は
じ
め
、
酪
組
合
長
の
小
松
崎

旭
村
長
と
渡
辺
常
澄
村
長
、
組
合
議
長

の
和
田
町
議
会
議
長
や
副
議
長
の
前
村

議
会
議
長
ほ
か
、
関
係
者
多
数
が
出
席

し
て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

祝
辞
の
中
で
竹
内
町
長
は
、
「
観
光

地
で
あ
る
の
で
、
景
観
酒
に
も
配
慮
し

た
。
近
い
将
来
は
、
余
熱
利
用
も
考
え

て
行
く
。
」
と
述
べ
、
東
京
の
杉
並
区

で
、
住
民
か
ら
か
ゴ
ミ
焼
却
場
の
誘
致

運
動
。
さ
え
起
き
て
い
る
よ
う
に
、
決

し
て
迷
惑
施
設
に
は
し
な
い
、
と
い
う

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

施
設
の
供
用
開
始
は
平
成
3
年
度
で
、

1
5
m
w
ト
ン
の
処
理
能
カ
を
持
つ
ゴ
ミ

焼
却
炉
が
2
基
、
同
じ
く
5
時
間
で
却

ト
ン
の
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
1
基
稼

働
し
ま
す
。
用
地
費
等
を
含
む
総
工
事

費
は
、
約
加
億
2
子
5
百
万
円
で
す
。

親
子
捕
っ
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
、

オ
リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ

(
0
・
L
)
は
人

気
が
あ
り
、

2
月
目
白
に
行
わ
れ
た
大

会
は
、
も
う
日
屈
を
数
え
ま
し
た
。

あ
い
に
く
厚
い
雲
に
お
お
わ
れ
た
寒

い
日
で
し
た
が
、
小
学
生
日
組
・
中
学

生
日
組
・
家
族
お
組
の
計
部
組
・
抑
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
例
に

よ
っ
て
大
賓
と
神
山
を
巡
り
大
賞
小
へ

一
決
る
も
の
。
道
端
で
、
春
の
息
吹
を
見

つ
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

ス
タ
ー
ト
は
、
数
組
ご
と
に
閤
摘
を

で
、
会
社
側
の
事
業
笑
現
に
向
け
る
努

力
と
熱
意
を
感
じ
た
。
今
後
も
万
全
の

取
組
み
で
事
業
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
願

い
た
い
。
」
と
述
べ
、
議
会
と
し
て
は

全
面
的
に
協
力
す
る
と
い
う
意
向
を
示

し
ま
し
た
。

写
真
は
全
体
の
完
成
予
想
図
で
す
。

〈
買
収
計
画
面
積
出
万
6
、
4
9
4
U〉

お
く
方
式
で
す
。
よ
う
や
く
自
分
た
ち

の
順
番
。
ま
る
で
、
問
メ
ー
ト
ル
競
争

の
よ
う
な
勢
い
で
、
大
賞
小
学
校
の
校

門
を
飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

後
か
ら
追
う
、
お
と
ー
さ
ん
や
お
か

ー
さ
ん
。
子
供
の
足
予
ま
と
い
(
?
)
に

な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

各
部
門
の
1
位
と
、
タ
イ
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

〔
小
学
女
子
〕

4
1
5
h

遠
蜂
久
美
・
雲
井
智
美
・
相
国
由
美
子
・

小
野
瀬
寛
子

(
1
時
間
部
分
)

〔
小
学
男
子
〕

4
1
5
h

鴨
川
孝
弘
・
関
根
陽
一
・
田
中
亮

(
日
分
)

〔
中
学
女
子
〕

6
2阻

渡
辺
裕
子
・
深
作
満
由
美
・
鴨
川
典
子

原
子
力
に
つ
い
て
ど
っ
思
い
ま
す
か
?

の
開
に
「
恥
ず
か
し
い
け
ど
、
知
識
不

足
で
う
ま
く
説
明
で
き
ま
せ
ん
。
で
も

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
」

と
、
正
直
な
矢
口
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

黒
白
が
ち
の
瞳
と
、
「
白
魚
の
よ
う

な
」
と
い
う
形
容
が
ピ
ッ
タ
リ
の
白
い

指
。
真
弓
さ
ん
は
、
目
歳
。
今
が
一
番

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
年
頃
か
。
性
格
も
良

い
の
で
し
ょ
う
、
オ
ジ
サ
ン
の
質
問
に

一
生
懸
命
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
り

に
、
事
務
所
で
真
弓
さ
ん
の
評
判
を
開

当
町
は
観
光
地
の
た
め
、
消
防
団
は

一
般
住
宅
の
ほ
か
に
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

な
ど
の
宿
泊
施
設
を
守
る
責
務
も
あ
り

ま
す
。
ホ
テ
ル
ニ
ュ
!
ジ
ャ
パ
ン
火
災

の
悲
惨
な
光
景
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
万
が
一
、
宿
泊
客
か

ら
焼
死
者
を
出
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ

i
ジ
は
大

き
く
低
下
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

3
月
8
日
(
木
)
に
大
震
前
の
ホ
テ

ル
・
リ
ゾ
ー
ト
大
洗
の
協
力
で
行
わ
れ

た
「
春
季
消
防
訓
練
」
は
、
そ
う
し
た

宿
泊
施
設
の
中
で
も
、
水
利
施
設
(
貯

水
槽
・
消
火
栓
)
が
遠
い
場
合
の
消
火

訓
練
で
し
た
。

会
9
分
団
が
参
加
し
た
訓
練
は
、
午

後
2
時
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
リ
ゾ
ー

ト
大
洗
か
ら
出
火
、
同
ホ
テ
ル
脇
の
消

永
岡
光
代
・
深
作
恵

(
1
時
間
的
分
)

〔
中
学
男
子
〕

6
回

木
村
英
揺
・
杉
山
充
・
佐
藤
祐
一
・

秋
山
裕
之

(
2
時
間
担
分
)

〔
家
族
〕

4
1
5
3
m

関
根
伸
彦
・
関
根
正
治
・
鴨
川
道
弘

(
1
時
間
2
分
)

火
栓
が
使
用
不
能
と
い
う
想
定
。
そ
う

な
る
と
、
最
寄
り
の
水
源
は
夏
海
バ
イ

パ
ス
の
高
須
石
油
庖
近
く
か
、
町
営
プ

ー
ル
。
各
分
間
は
3
斑
に
分
か
れ
、
元

ポ
ン
プ
(
消
火
栓
)
↓
中
ポ
ン
プ
↓
先

ポ
ン
プ
(
放
水
)
と
、
消
防
車
3
ム口で

中
継
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
夏
海
バ
イ

パ
ス
か
ら
は
、
間
m
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
の
自
衛
消
防
隊
に
よ
る

初
期
消
火
活
動
や
、
客
の
避
難
誘
導
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
の
訓
練

ぶ
り
が
侮
え
る
、
見
事
な
も
の
で
し
た
。

き

ま

し

た

。

一

〔

同

僚

の

藤

沼

さ

ん

〕

一

「
彼
女
は
、
明
る
く
て
お
し
ゃ
べ
り
一

の
ノ
ン
ビ
リ
屋
さ
ん
。
引
っ
張
っ
て
く
一

れ
る
タ
イ
プ
が
い
い
み
た
い
。
お
酒
で
一

す
か
?
彼
女
の
カ
ン
ゾ
!
は
ス
ッ
ゴ

i

一

ク

丈

夫

で

す

よ

。

」

一

〔
上
司
の
重
冨
経
理
部
長
〕
一

「
明
る
い
性
格
で
、
金
庫
を
預
か
る
一

重
要
な
仕
事
も
、
責
任
持
っ
て
や
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

O
A
機
器
に
も
慣
れ

る
の
が
早
い
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

あ
と
、
ぷ
丸
一
慨
き
。
が
あ
る
っ
て
い
う

ん
で
す
か
、
み
ん
な
の
机
を
き
れ
い
に

拭
い
て
く
れ
た
り
、
良
く
気
の
つ
く
娘

き
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
彼
女
の
入
れ
る

コ
ー
ヒ
ー
が
、
実
に
旨
い
ん
で
す
よ
O

L

半
分
は
ヨ
イ
シ
ョ
で
し
ょ
う
が
、
仕

事
も
、
そ
し
て
職
場
の
花
と
し
て
も
、

合
格
点
の
関
根
真
弓
き
ん
で
し
た
。

何
事
も
体
験
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
回
の
訓
練
で
も
、
プ

i
ル

か
ら
2
本
の
取
水
を
す
る
と
支
障
の
出

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
成
果

は
イ
ザ
と
い
う
時
、
大
い
に
役
立
つ
こ

と
で
し
ょ
う
。

れ
い
わ
ふ
総
穆

鰭

融

関

三
浜
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

3
月
日
目
、
運
動
公
園
体
育
館
で
大

洗
・
那
珂
湊
・
常
澄
の
?
?
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
l
ム
が
、
日
頃
の
練
習
成
果

を
競
い
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
A
ブ
ロ

ッ
ク
に
「
大
洗
ク
ラ
ブ
ヘ

B
ブ
ロ
ッ
ク

に
「
い
わ
ふ
ね
」
が
出
場
し
健
闘
。
そ
れ

ぞ
れ
3
位
と
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

一
、
低
学
年
学
習
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

ー
組
(
叩
万
円
相
当
)

成
田
町
8
0
8

深
作
章
一
幸
殿

夏
海
小
学
校
教
材
に

一
、
テ
レ
ビ
・
ど
一
ア
オ
セ
ッ
ト
i
台

(
M
万
8
千
円
相
当
)

一
、
学
習
用
ど
デ
オ
テ

i
プ
i
組

(
沌
万
5
千
円
相
当
)

成
田
町
5
5

小
野
瀬

夏
海
小
学
校
教
材
に

操;

殿

一
、
テ
ン
ト
3
張
(
叩
万
円
相
当
)

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会

長

山

崎

正

殿

福
祉
活
動
用
に

一
、
ユ
|
フ
ォ
ニ
ウ
ム
2
基

一
、
ド
ラ
ム
メ
|
ジ
ャ
!
ユ
ニ
ホ

ー
ム

2
着
(
叩
万
円
棺
当
)

ま
京
都
中
去
区
日
本
橋

1
l
u
-
-
5

カ
ネ
ツ
商
事
清
水
友
紀
殿

磯
浜
小
学
校
教
材
に

で
わ
か
め
5
箱
(
山
万
円
相
当
)

磯
浜
町
5
2
6
1

海
野
一
広
殿

老
人
一
福
祉
関
係
に

一
、
五
反
田
集
会
所
|
棟

一
、
調
度
口
問
i
式

(
4
千
3
百
日
万
円
相
当
)

一
、
貯
水
槽
2
基(

8
百
万
円
相
当
)

一
、
集
会
所
用
地
附
附

一
、
汚
水
処
理
施
設
用
地
附
附

(
5
手
6
一a
U
万
丹
相
当
)

五
反
田
土
地
区
画
整
理
組
合

理
事
長
小
野
瀬
健
児
殿

五
反
問
土
地
医
画
整
理
事
業
完

成
に
伴
な
、
つ
寄
階

一
、
金
山
方
向
也

磯
浜
町
和
銅
幻
の
1

士
口
成
恭
子
殿

老
人
福
祉
事
業
に

一
、
う
さ
ぎ
小
屋
i
棟

成
問
町
1
5
8

米
川
豊
雄
殿

夏
海
小
学
校
に
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人

法
務
相
談
所
が

ひ
ら
か
れ
ま
す

⑧ 

と

き

4
月
初
日
(
金
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

体
協
剣
道
部
翼

背
筋
が
伸
び
、
瞬
発
カ
が
養
え
る
剣

道
。
今
、
体
協
剣
道
部
で
は
会
員
を
募

集
中
で
す
。
親
子
で
入
会
し
て
い
る
方

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
お
気
軽
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

。

対

象

6
歳
i
出
歳
(
男
女
間
わ
ず
)

O
会

費

千

問

問

/

月

。
練
習
日
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

。
時
間
・
場
所

午
後
7
時
間
分
1
9時
・
一
中
格
技
場

〔
連
絡
先
〕

渡

辺

政

光

宮
町
1
6
0
7
5

⑧
と
こ
ろ

⑧
相
談
者

〔
主
催
〕

坂
本
体
男

官

U
1
4
4
3
3

自

V
E困
窮
怯
恋

ω

青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま
す

「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
・
中

南
米
・
南
太
平
洋
の
開
発
途
上
国
の
人

々
の
た
め
に
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技

術
や
経
験
を
生
か
し
た
い

J
こ
う
し

た
意
欲
に
燃
え
る
青
年
の
希
望
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
が
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
で
す
。

昭
和
的
年
以
来
、
伍
ヶ
閣
に
捌
名
を

越
え
る
青
年
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成2年4月1日

隊
員
は
現
地
の
人
々
と
同
じ
と
こ
ろ
に

住
み
、
関
じ
も
の
を
食
べ
、
自
ら
の
利

益
を
求
め
ず
、
ひ
た
す
ら
派
遣
先
の
国

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

隊
員
募
集
説
明
会

〔
日
時
及
び
会
場
〕

4
月
初
日
(
木
)
及
び
5
月
9
日
(
水
)

午
後
6
時
加
分
1
8
時
却
分

水
戸
市
一
ニ
ノ
丸
1
1
1
1位

茨
城
教
育
会
館
宮
田
1
5
6
1
1

〔
内
容
〕

山
広
報
映
画

ω隊
員
活
動
概
要
及
び

募
集
に
つ
い
て
の
説
明

ω隊
員
O
B

と
の
懇
談
会

O
募
集
職
種
部
門
O

農
林
水
産
・
加
工
・
保
守
操
作
・
土
木

建
築
・
保
健
衛
生
・
教
育
文
化
・
ス
ポ

?
l
ソ〆

ノ
大
洗
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
大
洗
町
体
育

協
会
)
で
は
、
側
年
度
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

初
心
者
の
方
も
初
級
以
上
の
方
も
テ

ニ
ス
技
術
の
一
s
i
l
l
i
-
-
込
樹
捌
〔
l

i

向
上
が
閤
れ
一

'
d鰯
僻
鵠
隣

る
ク
ラ
ブ
を
一

λ
F
K
M

目
指
し
て
い
一
夜
編
棚
機
鱒
鵬

ま
す
。
年
を
一

と
っ
て
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
、
テ
ニ

ス
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
始
め
て
下
さ
い
。

会

会

費

入
会
金
千
円

鑑盆盤盤2

.置... 田・

つ

ブ
畿
圏
舞
鶴
鰻
/

会
練
習
日
(
予
定
)

毎
週
日
開
唯
白
川
馴
9
時
i
開
1
時

毎
週
木
曜
日
開
1
待
i
問
3
時

会
練
習
場
所

大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

一
鶴
一
武
道
教
室
の

一
期
一
ご
案
内

武
道
を
と
お
し
て
、
心
身
と
も
た
く
ま
し
い

青
少
年
の
育
成
を
関
る
た
め
茨
城
県
教
育
委
員

会
で
は
武
道
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

O
場

所茨
城
県
武
道
館
(
堀
原
運
動
公
間
)

O
参
加
申
込
み

4
月
日
白
(
月
)
か
ら
幻
自
(
金
)
ま
で

〈
午
前
日
時
i
午
後
5
時〉

水
戸
市
新
原

2lull--

宮

日

i
e
ι
0
1
8
4
4
4

@
運
動
公
歯
管
理
事
務
所
(
武
道
館
)
に
備
え
て

あ
る
所
定
の
申
込
書

に
よ
る

(
印
鑑
持
参
の
こ
と
)

@
各
教
室
共
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切

O
経

費

小
・
中
学
生
千
円

一

般

千

捌

円

(
ス
ポ
ー
ツ
保
険
・

消
耗
品
を
含
む
)

〈
申
込
み
・
間
合
わ
せ
〉

大
賞
前
9
8
4

長
谷
川
良
雄

官

侃

1
1
2
2
7

町の人口と世帯
( 3月 i民現在)

人口 21，185人(+4) 出生12人

男 10，456人(+7) 死亡13人

女 10，729人 (-3) 転入41人

世帯数 6，191戸(-1) 転出36人

運
一
転
免
許
等
に
関
す
る

手
数
料
が
蓋
わ
ワ
ま
す

道
路
交
通
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

り
、
運
転
免
許
等
に
関
す
る
手
数
料

が、

4
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
勺

免
許
更
新
な
ど
手
続
き
を
さ
れ
る

際
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

O
運
転
免
許
試
験
手
数
料
O
免
許
証

交
付
手
数
料
O
免
許
証
更
新
手
数
料

等
に
つ
い
て
、
間
円
か
ら
捌
円
間
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
初
心
遂
転

者
講
習
に
係
わ
る
通
知
手
数
料
は
、

9
月
1
白
か
ら
川
円
が
新
た
に
設
け

ら
れ
ま
す
。

〔
詳
細
の
間
合
わ
せ
先
〕

水

戸

警

察

署

官

自

!
2
4
1
1

H
H

大
洗
幹
部
派
出
所
宮
町
i
2
4
1
7

弓 道 な ぎ な fニ 主 主 李 道 要請 道 柔 道 教室

小中学生 小学 3年生 小学 3年生 立す
一般男女 一般婦人 小中学生 小学 3年生 以上 以上

以上 象

初級30名 初級30名 1年次生30名 1年次生30名 1年次生30名 l年次生30名 ぷA:
2年次生30名 2年次生30名 2年次生30名 2年次生30名

中級30名 中級30名 練成生 30名 練成生 30名 練成生 30名 練成生 30名 E量

5/10-12/20 5/8 -12/10 5/7 -12/17 5/7-12/17 5/8 -12/18 5/11-12/21 期

30聞60s寺問 30邸60時濁 30回60時間 30図60待問 60回60待問 30邸60時関 間

木 火 月 月 火・金 金
居量

B 

17:00-18:00 
晋普

10:00-12:00 10:00-12:00 17:00-19:00 17・00-19・。。
1年次生

17・00-19・。。
17・00-19:00

調
2年次・練成主主

* 2年次生・練成主主は、平成元年度修了生です。

(日 2.1月現在)

--------
本 年 前 年間期 増減数

発生件数 6 (6) 8 ( 8) -2 (-2) 

死者数 o (0) 3 ( 3) -3 (-3) 

負 傷 者 数 6 (6) 10 (10) 4 (-4) 

大洗前における交通事故の発生状況
(日 2.3.21現在)

開催日 開始時間 催 事 名 調催場所 催 事 内 容

7 8 (:1:) 13: 00 第 3回ふるさと茨城の民謡民舞大会 ホール 大洗本場磯節保存会主催による民議.R舞大会

11 日(7N 9 : 00 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区交通安全協会主催による講習会

21 日(土) 13: 00 "マ ン :11' 峡 爾 会 ホール お立セントラル側主催によるマン:1/映樹会

27 日 働 13: 00 初 任 者 研 修 (第 l期) ホール 茨城県教育庁指導課主催による研修会

事予定表 (4/5~5/ ヰ)会大洗文化センター

)1村は平成 2年 1月からの累計です。

保健センター
控、より

明神町8区の3

{左々 恵、ちゃん

( 3歳 3ヶ月)

5 4 4 4 4 4 4 4 4 
13 / 日

休/)2 
/ / / / / / / 

関/5 備 26やj()25 (必24(;t) 19 侭)16(水)11(:k) 10 

破一傷置L三テZ百咳日
母 母 母 母

破){風菩2手テ百咳自
手し

事子 子 子 歳 市役

保 保 保
ノ、 子 診 児
カ

王長 業
予 健 健 健 月

予防E主
健診児

相 健

接 教 教 教 1 相自 接 名
種 室 室 二安と三 談 談 穫 診

生 妊 妊 妊
ぉ在母住

成 生 E主主主
後 娠 娠 娠 歳 人 f主 後後
24 6 6 6 ムノ、 に及

者病患
24 6 2 

カ カ カ カ カ よび カ カカ
先せ

月 月 月 月 月 り宇L 月 月月
σ3 変百子 幼児 及 I I 

48 9 9 9 誕 び 48 7 3 
象カ カ カ カ 生 カ カカ

月 月 月 月 骨量 月 月月
σ〉 σ〕 。〉 。〉 逮 fi (7) σ)!7) 

者
初産 初iif. 初産 し 民 者 者者 名

fこ
(7) (7) (7) 者 すま

者 者 者

l 1 10 1 1 9 l 1 1 

付時受間
2時 3 草寺 2時 3時 2時 11時 2持 2時 2持
時 15時 30待。。 時 30待。。 持 30待。。 持 15時 00
15分 30分 00分 30分 00分 30分 00分 日分 00分
分 分 分 分 分 分 分 分 分

※( 

「
燐
叫
阿
部
出
向
山
泊
四
日
制
訓
織
mw」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
l
午
前
日
時
)

0
4
月
日
目
附

0
4
月
口
日
仰

0
4
月
初
日
働

0
4
月
M
日
例

0
4
月
幻
自
樹

0
5
月
1
日
閃

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
5
月
8
B
閃
専
門
療
法
士
来
所

制
訓
練
対
象
障
答
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
+
九

各
関
脇
も
と
窃
ザ
爪
切

※主な催しのみです。詳しくは文化センター怨66-2411へお間合わせ下さい。

会
幼
児
の
誤
飲
事
故
に
つ
い
て
食

誤
飲
事
故
の
約
半
数
は
生
後
6
1
日

ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。
手
に
持
っ
た

も
の
を
な
ん
で
も
口
に
入
れ
る

g
の
離

せ
な
い
時
で
す
。
飲
み
こ
む
物
は
何
と

い
っ
て
も
ぷ
ノ
パ
コ
U

で
、
事
故
の
5

割
を
占
め
ま
す
。
日
本
人
が
、
タ
タ
ミ

の
上
で
生
活
す
る
た
め
と
一
一
一
一
面
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
供
の
手
に
届
く
所
に
危
検
な

物
を
置
か
な
い
こ
と
が
予
防
策
で
す
が
、

万
一
飲
ん
で
し
ま
っ
た
時
の
処
置
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
タ
バ
コ
〉

1
/
4
以
上
な
ら
水
か
牛

乳
を
欽
ま
せ
て
吐
か
せ
る
。

〈
防
虫
剤
〉
水
を
飲
ま
せ
て
吐
か
せ
る
。

※
牛
乳
は
溶
け
て
し
ま
う
の
で
ダ
メ

〈
体
温
計
〉
水
銀
は
吸
収
さ
れ
ず
、
あ

ま
り
心
配
な
い
が
、
ガ
ラ
ス
に
注
意
。

〈
灯
油
・
ベ
ン
ジ
ン
〉
吐
か
せ
る
と
、

気
管
に
入
り
肺
炎
を
起
し
た
り
、
口

-
ゃ
食
道
の
粘
膜
を
た
だ
れ
さ
せ
る
の

で
吐
か
せ
な
い
こ
と
。
↓
医
師
、

〈
農
薬
〉
一
番
危
険
。
↓
医
師
へ
。

会
中
毒
症
状
や
意
識
の
な
い
時
は
、
家

庭
で
の
処
置
よ
り
も
、
医
師
に
み
て
も

ら
う
こ
と
が
先
決
で
す
。
誤
っ
た
手
当

て
は
逆
に
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

迷
っ
た
り
判
断
で
き
な
い
時
は
、
つ
く

ば
中
毒
川
番
、

宮

0
2
9
8
|臼ー
|
9
9
9
9
へ
問
い

合
わ
せ
て
下
さ
い
。
(
国
時
間
受
付
)
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